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平成２４年第２回羅臼町議会臨時会（第１号） 

 

平成２４年５月１６日（水曜日）午前９時開議 

 

──────────────────────────────────── 

 

○議事日程 

 日程第 １ 会議録署名議員の指名 

 日程第 ２ 会期の決定 

 日程第 ３ 諸般の報告 

 日程第 ４ 町長行政報告 

 日程第 ５ 報告第 ２号 専決処分した事件の承認について 

 日程第 ６ 報告第 ３号 専決処分した事件の承認について 

 日程第 ７ 報告第 ４号 専決処分した事件の承認について 

 日程第 ８ 議案第２５号 羅臼町町税条例の一部を改正する条例制定について 

 日程第 ９ 議案第２６号 羅臼町国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定につ

いて 

 日程第１０ 議案第２７号 財産の取得について 

 日程第１１ 議案第２８号 財産の取得について 

 日程第１２ 発議第 １号 議会改革推進特別委員会設置に関する決議 

──────────────────────────────────── 

○出席議員（１０名） 

  議 長 １０番 村 山 修 一 君    副議長  ９番 松 原   臣 君 

       １番 湊 屋   稔 君         ２番 田 中   良 君 

       ３番 髙 島 讓 二 君         ４番 髙 村 和 史 君 

       ５番 小 野 哲 也 君         ６番 坂 本 志 郎 君 

       ７番 鹿 又 政 義 君         ８番 佐 藤   晶 君 

──────────────────────────────────── 

○欠席議員（０名） 

──────────────────────────────────── 

○地方自治法第１２１条により説明のため出席した者 

 町     長  脇   紀美夫 君   副 町 長         鈴 木 日出男 君 

 教  育  長         池 田 栄 寿 君   企画振興課長         久保田   誠 君 

 総 務 課 長         川 端 達 也 君   税務財政課長         松 田 伸 哉 君 

 税務財政課参事         櫻 井 房 雄 君   環境生活課長         五十嵐 勝 彦 君 

 保健福祉課長         渡 辺 憲 爾 君   保健福祉課長補佐         洲 崎 久 代 君 
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 地域包括支援センター課長         斉 藤 健 治 君   水産商工観光課長         石 田 順 一 君 

 水産商工観光課長補佐  堺   昇 司 君   建設水道課長         高 橋 力 也 君 

 建設水道課長補佐         北 澤 正 志 君   学 務 課 長         中 田   靖 君 

 社会教育課長         太 田 洋 二 君   郷土資料館長         涌 坂 周 一 君 

 診療所事務課長         対 馬 憲 仁 君   会 計 管 理 者         野 理 幸 文 君 

──────────────────────────────────── 

○職務のため議場に出席した者 

 議会事務局長         寺 澤 哲 也 君   次     長  米 屋   猛 君
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──────────────────────────────────── 

午前９時００分 開会 

──────────────────────────────────── 

◎開会・開議宣告 

──────────────────────────────────── 

○議長（村山修一君） おはようございます。 

 通常より早い時間の開会になりましたけれども、議員各位、理事者、そして、職員の皆

さんには、早朝より御出席いただきまして、ありがとうございます。 

 ただいまの出席議員は１０人です。定足数に達しておりますので、平成２４年第２回羅

臼町議会臨時会を開会します。 

 これから、本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

──────────────────────────────────── 

○議長（村山修一君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１１６条の規定によって、３番髙島譲二君及び４番高村

和史君を指名します。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第２ 会期決定 

──────────────────────────────────── 

○議長（村山修一君） 日程第２ 会期決定の件を議題とします。 

 お諮りします。 

 本臨時会の会期については、議会運営委員会で協議をしていただき、本日１日としたい

と思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村山修一君） 異議なしと認めます。 

 したがって、会期は本日１日と決定いたしました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第３ 諸般の報告 

──────────────────────────────────── 

○議長（村山修一君） 日程第３ 諸般の報告を行います。 

 羅臼町監査委員から、例月出納検査の結果について報告がありました。資料は、議長の

手元に保管しています。 

 これで、諸般の報告を終わります。 

──────────────────────────────────── 
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◎日程第４ 町長行政報告 

──────────────────────────────────── 

○議長（村山修一君） 日程第４ 町長から行政報告の申し出がありましたので、これを

許します。 

 町長。 

○町長（脇 紀美夫君） おはようございます。 

 本日、羅臼町議会第２回臨時会を開催いたしましたところ、議員各位には、御多用中に

もかかわらず、全員の御出席をいただきましたことにつきまして御礼を申し上げます。 

 本日の臨時会につきまして、この後、行政報告で申し述べますが、ロシアトロール船操

業阻止の要請行動について急を要する状況と日程調整の都合から、議長にも御相談申し上

げ、９時に招集させていただきましたことに、議員皆様の御理解を賜りましたことに感謝

申し上げる次第でございます。ありがとうございました。 

 お許しをいただきましたので、３件の行政報告をさせていただきます。 

 １件目は、ロシアトロール船の操業阻止に向けた要請行動についてであります。 

 ロシアトロール船による操業は、例年、１１月から２月にかけて北方四島周辺の安全操

業海域で行われておりましたが、ことしに入りまして、１月１７日から５月６日現在ま

で、延べ５７隻と、例年と異なる時期に操業しているのが確認されました。ロシアトロー

ル船の操業は、前浜の資源の減尐や漁具被害が発生しているため、これまでも機会あるご

とに関係機関に要請行動をしてまいりました。特に昨年は、オール羅臼で関係機関に要請

を行ったところでありますが、この時期のトロール船操業の確認から、羅臼漁協を通じ、

早期の要請行動の相談もありましたことから、今回もオール羅臼で、即時操業停止に向

け、本会議終了後、札幌で北海道庁、北海道水産会、１７日には農水省、外務省、道内選

出議員に対し要請をすることしております。 

 ２件目は、新診療所の開設セレモニーの実施についてであります。 

 かねてより建設を進めてまいりました知床らうす国民健康保険診療所でありますが、７

月１日より、指定管理者社会医療法人孝仁会により診療を開始する運びとなりましたの

で、来る６月２３日に開設セレモニーを実施することといたしました。新診療所の建設に

つきましては、この後、旧診療所の解体や駐車場などの外構整備を行い、１０月末の完成

予定であります。このたびのセレモニーは、特に、今日まで診療所の再生に御尽力をいた

だいた皆様と町内の関係者を中心に御案内申し上げ、実施する予定であります。正式な落

成式は、すべての工事が終わった後の竣工時に、多くの皆様に御案内させていただき、御

尽力いただいた関係者に感謝の意を表したいと考えております。なお、当日及び翌日の日

曜日には町民の皆様への内覧会を予定しており、たくさんの方々に施設をごらんいただき

たいと思っているところであります。 

 ３件目は、春の变勲受章についてであります。 

 平成２４年春の变勲におきまして、元根室北部消防事務組合羅臼消防団副団長、岬町の
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安澤康彦氏が瑞宝単光章を受章されました。安澤氏におかれましては、昭和４０年に羅臼

村消防団員に拝命以来、４１年余の長きにわたり、地域住民の安全確保と防火思想の普及

に努め、当町の防火体制の強化に尽力された功績が認められ、このたびの授章となったも

のであります。安澤氏の栄誉はもとより、当町にとりましてもまことに名誉なことであ

り、町民とともに祝福を申し上げる次第であります。 

 以上、３点の行政報告をさせていただきました。ありがとうございます。 

○議長（村山修一君） これで、行政報告は終わりました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第５ 報告第２号 専決処分した事件の承認について 

──────────────────────────────────── 

○議長（村山修一君） 日程第５ 報告第２号 専決処分した事件の承認についてを議題

とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（脇 紀美夫君） ただいま上程されました報告第２号専決処分した事件の承認に

ついて、また、この後、上程が予定されております報告第３号、第４号、専決処分した事

件の承認についての２件、並びに、議案第２５号、２６号の条例の一部改正、さらには議

案第１０号、１１号の財産の取得について、それぞれ副町長以下、担当職員をして説明い

たさせますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（村山修一君） 副町長。 

○副町長（鈴木日出男君） 議案の１ページをお願いいたします。 

 報告第２号専決処分した事件の承認について。 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分したので報告し、承

認を求める。 

 ２ページをお願いいたします。 

 専決処分書。 

 平成２３年度目梨郡羅臼町一般会計補正予算について、地方自治法第１７９条第１項の

規定により、別紙のとおり専決処分する。 

 専決年月日につきましては、平成２４年３月３１日でございます。 

 平成２３年度目梨郡羅臼町一般会計補正予算。 

 平成２３年度目梨郡羅臼町の一般会計補正予算は、次に定めるところによる。 

 第１条は、歳入歳出予算の補正でございます。 

 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億８,３９５万１,０００円を追加し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ４１億４,００６万４,０００円とする。 

 ２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 
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 ４ページをお願いいたします。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 歳入でございます。 

 ２款地方譲与税１０７万９,０００円を減額し、２,２０７万２,０００円。２項自動車

重量譲与税１０７万９,０００円を減額し、１,５９２万円。 

 ３款１項利子割交付金７６万９,０００円を減額し、２３９万２,０００円。 

 ６款１項地方消費税交付金２７８万８,０００円を減額し、６,４７０万７,０００円。 

 ７款１項自動車取得税交付金１３８万円を減額し、３７２万１,０００円。 

 ８款１項地方特例交付金４５１万８,０００円を追加し、８７２万７,０００円。 

 ９款１項地方交付税１億７,７４８万８,０００円を追加し、２０億８,１００万８,００

０円。 

 １０款１項交通安全対策特別交付金５５万９,０００円を減額し、この項、ゼロとなる

ものでございます。 

 １１款分担金及び負担金６４万７,０００円を減額し、３,９３１万９,０００円。１項

分担金６４万７,０００円を減額し、３１５万１,０００円。 

 １３款国庫支出金９７２万４,０００円を追加し、１億３,７７１万２,０００円。２項

国庫補助金９７２万４,０００円を追加し、２,６３８万４,０００円。 

 １４款道支出金７７万２,０００円を減額し、３億１,６４９万２,０００円。２項道補

助金７７万２,０００円を減額し、２億３,６６３万３,０００円。 

 １６款１項寄附金２０９万４,０００円を追加し、２,２７８万８,０００円。 

 １７款繰入金１項基金繰入金１８７万９,０００円を減額し、２億８,８３４万４,００

０円。 

 歳入合計、１億８,３９５万１,０００円を追加し、４１億４,００６万４,０００円とな

るものでございます。 

 歳出でございます。 

 ２款総務費２億７３７万７,０００円を追加し、７億７,０８８万２,０００円。１項総

務管理費２億９１０万１,０００円を追加し、７億３,５７２万８,０００円。７項防災費

１７２万４,０００円を減額し、９１５万８,０００円。 

 ３款民生費２４８万２,０００円を減額し、６億４,８９３万２,０００円。１項社会福

祉費２４８万２,０００円を減額し、５億３,７９６万３,０００円。 

 ４款衛生費１,１５１万３,０００円を減額し、８億７,５２２万８,０００円。１項保健

衛生費４４２万２,０００円を減額し、５億３,４６８万９,０００円。３項清掃費７０９

万１,０００円を減額し、３億３,０４８万７,０００円。 

 ５款農林水産業費２８７万６,０００円を減額し、５,１８３万４,０００円。１項農業

費７１万６,０００円を減額し、１,４９９万２,０００円。３項水産業費２１６万円を減

額し、３,５１２万８,０００円。 
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 ６款１項商工費２８８万円を減額し、１億６９４万７,０００円。 

 ７款土木費１１４万６,０００円を減額し、９,４２５万円。２項道路橋りょう費１１４

万６,０００円を減額し、９,２５９万６,０００円。 

 ８款教育費２５２万９,０００円を減額し、２億５,５５２万８,０００円。６項保健体

育費２５２万９,０００円を減額し、９,５８１万３,０００円。 

 歳出合計、１億８,３９５万１,０００円を追加し、４１億４,００６万４,０００円とな

るものでございます。 

 ６ページをお願いいたします。 

 事項別明細書により御説明を申し上げます。 

 歳入でございます。 

 ２款地方譲与税２項１目自動車重量譲与税１０７万９,０００円の減額でございます。 

 ３款１項１目利子割交付金７６万９,０００円の減額でございます。 

 ６款１項１目地方消費税交付金２７８万８,０００円の減額でございます。 

 ７款１項１目自動車取得税交付金１３８万円の減額でございます。 

 ８款１項１目地方特例交付金４５１万８,０００円の追加でございます。 

 ９款１項１目地方交付税１億７,７４８万８,０００円の追加でございます。 

 １０款１項１目交通安全対策特別交付金５５万９,０００円の減額でございます。 

 ここまでにつきましては、国からの交付額の決定に伴う増減でございます。 

 １１款分担金及び負担金１項分担金１目農林水産業費分担金６４万７,０００円の減額

につきましては、説明欄にありますとおり、事業費の確定に伴うものでございます。 

 １３款国庫支出金、８ページをお願いいたします。２項国庫補助金２目衛生費国庫補助

金９７万６,０００円につきましても、事業の確定に伴う減でございます。３項土木費国

庫補助金１,２５０万円につきましては、大雪による除排雪対策の特別交付がされたため

の追加でございます。４目教育費国庫補助金１８０万円の減額につきましては、補助不採

択となったための減額でございます。 

 １４款道支出金２項道補助金２目民生費道補助金３９万５,０００円の減額、３目衛生

費道補助金３０万８,０００円の減額、４目農林水産業費道補助金６万９,０００円の減額

につきましては、それぞれ説明欄にありますとおり、事業の確定に伴う減額でございま

す。 

 １６款１項寄附金１目総務費寄附金２６７万４,０００円の追加でございます。これに

つきましては、善意による寄附をいただいたものでございまして、詳細につきまして歳出

で説明をいたします。４目農林水産業費寄附金５８万円につきましては、事業の確定に伴

う減でございます。 

 １７款繰入金１項１目基金繰入金１８７万９,０００円の減額につきましては、事務処

理に錯誤がございましたので、減じるものでございます。 

 １０ページをお願いいたします。 
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 歳出でございます。 

 ２款総務費１項総務管理費１目一般管理費２億９１０万１,０００円の追加でございま

す。庁舎管理の警備委託につきましては、確定に伴う減でございます。積立金の財政調整

基金、減債基金、文教施設整備基金、公共施設整備基金、これにつきましては、財政の安

定化、今後の事業の推進を図るために積み立てを行っていくものでございます。社会福祉

基金につきましては、利子の積み上げでございます。知床・羅臼まちづくり基金でござい

ます。診療所の改築に６件２４７万５,０００円、知床の保全保護に１０万円、北方領土

返還運動に１０万円、合わせて２６７万４,０００円の善意による寄附でございます。こ

れに利子が８,０００円積まれるものでございます。合わせて２６８万３,０００円となり

まして、先ほど歳入で御説明しました、事務処理上の錯誤１８７万９,０００円を差し引

いた８０万４,０００円を積み立てるものでございます。 

 ７項防災費２目防災対策費１７２万４,０００円の減額でございます。事業の確定に伴

うものでございます。 

 ３款民生費１項社会福祉費５目心身障害者医療費２４８万２,０００円の減額でござい

ます。確定に伴うものでございます。 

 ４款衛生費１項保健衛生費５目乳幼児等医療費１２６万２,０００円の減額につきまし

ても、確定によるものでございます。６目合併処理浄化槽普及費３１６万円の減額でござ

います。これにつきましても、事業の確定に伴う減でございます。３項清掃費１目清掃総

務費７０９万１,０００円の減額でございます。それぞれ説明欄にありますとおり、根室

北部衛生組合確定に伴う減、根室北部廃棄物処理広域連合の負担金確定に伴う減、一般廃

棄物の運搬委託、生ごみ処理事業、それぞれ２３年度の事業確定に伴う減でございます。 

 ５款農林水産業費１項農業費２目農業振興費７１万６,０００円の減につきましても、

草地整備事業の確定に伴うものでございます。３項水産業費２目水産業振興費１００万円

の減額につきましても、事業の減に伴うものでございます。漁協で実施される磯焼け対策

補助事業、今年度中止に伴うものでございます。３目漁港の管理費１１６万円の減につき

ましても、事業の確定に伴うものでございます。 

 ６款１項商工費２目商工振興費２２８万円の減額につきましては、それぞれ、今般、利

子補給等の新規借り入れが減になったための事業確定に伴うものでございます。３目観光

費６０万円の減につきましても、事業の確定に伴う減でございます。 

 ７款土木費２項道路橋りょう費２目道路維持費１１４万６,０００円につきましては、

除雪費の確定に伴う減でございます。８項教育費２項小学校費２目教育振興費、３項中学

校費２目教育振興費、それぞれ、この項につきましては、理科備品の補助不採択になった

ため、財源内訳の調整を行うものでございます。６項保健体育費４目総合グランド管理費

１１６万５,０００円の減額につきましては、事業の確定に伴うものでございます。５目

温水プール管理費１３６万４,０００円の減につきましても、事業の関連に伴う減でござ

います。 



― 9 ― 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（村山修一君） 説明が終わりましたので、質疑を許します。質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村山修一君） なければ、これで質疑を終わります。 

 これから、報告第２号を採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 報告第２号専決処分した事件は、承認することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（村山修一君） 起立総員です。 

 したがって、日程第５ 報告第２号専決処分した事件の承認については、承認すること

に決定しました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第６ 報告第３号 専決処分した事件の承認について 

──────────────────────────────────── 

○議長（村山修一君） 日程第６ 報告第３号 専決処分した事件の承認についてを議題

とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（渡辺憲爾君） １８ページをお願いします。 

 報告第３号専決処分した事件の承認について。 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分したので、報告し、

承認を求めるものです。 

 １９ページです。 

 専決処分書。 

 平成２３年度目梨郡羅臼町国民健康保険事業特別会計補正予算について、地方自治法第

１７９条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分する。 

 専決月日は、平成２４年３月３１日です。 

 平成２３年度目梨郡羅臼町国民健康保険事業特別会計補正予算。 

 平成２３年度目梨郡羅臼町の国民健康保険事業特別会計補正予算は、次に定めるところ

による。 

 第１条は、歳入歳出予算の補正です。 

 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ６４７万２,０００円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ１１億７,００９万２,０００円とする。 

 ２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」によるものです。 

 ２１ページです。 



― 10 ― 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 歳入です。 

 ３款国庫支出金６４７万円を追加し、３億２,５４７万８,０００円、２項国庫補助金６

４７万円を追加し、３億３,２３３万６,０００円。 

 ８款財産収入１項財産運用収入２,０００円を追加し、６,０００円。 

 歳入合計、６４７万２,０００円を追加し、１１億７,００９万２,０００円。 

 歳出です。 

 １款総務費１,０００円を追加し、３,０９５万２,０００円、１項総務管理費２,０００

円を追加し、２,５４５万１,０００円。 

 １０款諸支出金６４７万円を追加し、１,３９６万１,０００円、３項繰出金６４７万円

を追加し、６４７万円。 

 歳出合計、６４７万２,０００円を追加し、１１億７,００９万２,０００円となるもの

です。 

 ２３ページ、事項別明細書です。 

 歳入。 

 ３款国庫支出金２項国庫補助金２目特別調整交付金６４７万円を追加するものです。特

別調整交付金で僻地直営診療所の運営費分でございます。 

 ８款財産収入１項財産運用収入１目利子及び配当金２,０００円の追加でございます。

財政調整基金の利子でございます。 

 歳入合計、６４７万２,０００円を追加し、１１億７,００９万２,０００円でございま

す。 

 ２５ページ、歳出です。 

 １款総務費２項総務管理費１目一般管理費、２,０００円の追加です。利子を国民健康

保険財政調整基金に積み立てをするものでございます。 

 １０款諸支出金２項繰出金１目繰出金６４７万円の追加です。歳入の特別調整交付金を

知床らうす国保診療所へ繰り出すものでございます。 

 これにより、歳出合計６４７万２,０００円を追加し、１１億７,００９万２,０００円

となるものでございます。 

 なお、専決処分した本予算につきましては、５月１４日に開催されました第２回国保運

営協議会に報告し、承認をいただいておりますことを申し添えます。 

 以上であります。よろしくお願いいたします。 

○議長（村山修一君） 説明が終わりましたので、質疑を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村山修一君） これで、質疑を終わります。 

 これから、報告第３号を採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 
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 報告第３号専決処分した事件は、承認することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（村山修一君） 起立総員です。 

 したがって、日程第６ 報告第３号専決処分した事件の承認については、承認すること

に決定しました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第７ 報告第４号 専決処分した事件の承認について 

──────────────────────────────────── 

○議長（村山修一君） 日程第７ 報告第４号 専決処分した事件の承認についてを議題

とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 事務課長。 

○診療所事務課長（対馬憲仁君） ２７ページをお願いいたします。 

 報告第４号専決処分した事件の承認について。 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分したので報告し、承

認を求めるものでございます。 

 ２８ページです。 

 専決処分書。 

 平成２３年度目梨郡羅臼町国民健康保険診療所事業特別会計補正予算について、地方自

治法第１７９条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分する。 

 専決処分年月日は、平成２４年３月３１日でございます。 

 ２９ページです。 

 平成２３年度目梨郡羅臼町国民健康保険診療所事業特別会計補正予算。 

 平成２３年度目梨郡羅臼町の国民健康保険診療所事業特別会計補正予算は、次に定める

ところによるものでございます。 

 第１条は、歳入歳出予算の補正でございます。 

 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１,５６７万円を減額し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ９億６,７５８万３,０００円とするものでございます。 

 ２項は、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」によるものでございます。 

 第２条は、繰越明許費の補正でございます。繰越明許費の変更は、「第２表 繰越明許

費補正」によるものでございます。 

 第３条は、地方債の補正でございます。地方債の変更は、「第３表 地方債補正」によ

るものでございます。 

 ３０ページをお願いいたします。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 
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 歳入でございます。 

 １款診療収入１項外来収入１,６３４万円を減額し、１億８８９万７,０００円。 

 ５款繰入金１項他会計繰入金６４７万円を追加し、４億２,３４９万２,０００円。 

 ８款１項町債５８０万円を減額し、３億６,４２０万円。 

 歳入合計、１,５６７万円を減額し、９億６,７５８万３,０００円。 

 続きまして、歳出でございます。 

 １款総務費１項総務管理費１,１５３万円を減額し、７億６,２７５万９,０００円。 

 ２款１項医業費４１４万円を減額し、８,０７２万９,０００円。 

 歳出合計、１,５６７万円を減額し、９億６,７５８万３,０００円。 

 ３２ページをお願いいたします。 

 第２表、繰越明許費補正でございます。変更です。 

 １款総務費１項総務管理費、医師住宅新築事業、補正後の金額を５,６６２万５,０００

円とするものでございますが、繰越額の確定によるものでございます。 

 第３表、地方債補正でございます。変更です。 

 起債の目的、医師住宅新築事業債、過疎対策事業債でございます。起債の補正後の限度

額を７,０３０万円とするものでございますが、借入額の額の確定によるものでございま

す。なお、起債の方法、利率、償還の方法につきましては、変更はございません。 

 ３３ページをお願いいたします。 

 歳入歳出補正予算事項別明細書でございます。 

 歳入です。 

 １款診療収入１項１目外来収入から１,６３４万円を減額するものでございます。内容

につきましては、外来患者数の減尐などにより診療収入現年度分を減額するものでござい

ます。 

 ５款繰入金１項他会計繰入金２目国民健康保険事業特別会計繰入金に６４７万円を追加

するものでございます。内容につきましては、国民健康保険事業において特別調整交付金

が認められたことから、特別調整交付金僻地診療所分を追加するものでございます。 

 ８款１項町債１目診療所事業債から５８０万円を減額するものでございます。内容につ

きましては、医師住宅新築事業債の額の確定によるものでございます。 

 続きまして、歳入です。３５ページをお願いいたします。 

 １款総務費１項総務管理費１目一般管理費から６７５万１,０００円を減額するもので

ございます。内容につきましては、診療所施設管理運営に要する経費のうち、派遣医師の

減尐に伴い、旅費から１５７万８,０００円、外来患者数の減尐や診療所の一部改定に伴

い、需用費から３５０万円、委託料につきましては、執行残１６７万３,０００円をそれ

ぞれ減額するものでございます。３目医師住宅建設費から４７７万９,０００円を減額す

るものでございます。内容につきましては、額の確定に伴い、医師住宅新築事業に要する

経費から４７７万９,０００円を減額するものでございます。 
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 ２款１項医業費１目医薬品衛生材料費から３４１万６,０００円を減額するものでござ

います。内容につきましては、外来患者数の減尐や派遣医師の減尐に伴いまして、医薬材

料費から３４１万６,０００円、医療業務に要する経費の派遣医師賃金から７２万４,００

０円をそれぞれ減額するものでございます。 

 なお、この補正予算につきましては、５月１４日開催の第２回国保運営協議会に報告

し、承認をいただいているものでございますことを御報告させていただきます。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（村山修一君） 説明が終わりましたので、質疑を許します。質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村山修一君） なければ、これで質疑を終わります。 

 これから、報告第４号を採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 報告第４号専決処分した事件は、承認することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（村山修一君） 起立総員です。 

 したがって、日程第７ 報告第４号専決処分した事件の承認については、承認すること

に決定しました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第８ 議案第２５号 羅臼町町税条例の一部を改正する条例制定について 

──────────────────────────────────── 

○議長（村山修一君） 日程第８ 議案第２５号 羅臼町町税条例の一部を改正する条例

制定についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 税務財政課長。 

○税務財政課長（松田伸哉君） 議案の３９ページをお願いいたします。 

 議案第２５号羅臼町町税条例の一部を改正する条例制定についてであります。 

 羅臼町町税条例の一部を改正する条例を、別紙のとおり制定するものでございます。 

 ４０ページをお願いいたします。 

 羅臼町町税条例の一部を改正する条例。 

 ここで、改正理由を申し上げます。 

 このたびの改正につきましては、ことし３月３１日に交付されました地方税法及び国有

資産等所在市町村交付金法の一部を改正する法律に伴い、羅臼町町税条例の関連する条文

等の整理、改正をさせていただくものでございます。 

 改正文は４０ページから４５ページまでとなりますため、別冊の羅臼町町税条例の一部

を改正する条例制定説明資料にて改正要旨を説明させていただきたく、提案理由の説明と

させていただきますので、よろしくお願いいたします。 



― 14 ― 

 別冊資料の１ページをお願いいたします。 

 １点目、町民税の申告、第３６条の２でございます。公的年金所得以外の所得を有しな

かった者が、寡婦（寡夫）控除を受けようとする場合の申告書の提出を不要とするもので

ございます。この改正は、平成２６年１月１日から施行し、平成２６年度からの個人町民

税により適用するものでございます。なお、この後説明させていただきます２点目から４

点目につきましては、現在、当町に該当はございませんが、条例文整理のため、改正をお

願いするものでございます。 

 ２点目、固定資産税の課税標準の特例措置、附則第１０条の２を追加するものでござい

ます。地域決定型地方税制特例措置、通称わがまち特例が導入され、対象となる施設の固

定資産税の特例措置を、従前の法に定める率を参酌して設定するものでございます。一つ

目は、下水道除害施設に係る課税標準の特例で、参酌といたしまして、改正前の４分の３

を継続するものでございます。二つ目は、特定都市河川浸水被害対策法に規定する雨水貯

留浸透施設に係る課税標準の特例で、参酌といたしまして、改正前の３分の２を継続する

ものでございます。この二つの改正は、平成２５年度から適用するものでございます。 

 ３点目、宅地等に係る固定資産税の特例、附則第１２条第２項でございます。固定資産

税の平成２４年度評価がえに伴います負担調整措置の延長と廃止でありまして、固定資産

税の負担調整措置は、原則として、現行の仕組みを平成２４年度から２６年度まで延長す

るものでございますが、住宅用地に係る措置特例につきましては、平成２５年度までは負

担水準９０％以上の住宅用地を対象に経過的措置を講じ、平成２６年度に廃止するもので

ございます。この改正は、平成２４年度から適用するものでございます。 

 ４点目、特定移行一般社団法人等に係る固定資産税等の特例、附則第２１条の２を追加

するものでございます。特定移行一般社団法人等が設置する図書館、博物館、幼稚園に係

る固定資産税等の非課税措置を追加するものでございます。この改正は、平成２４年度か

ら適用するものでございます。 

 この後説明させていただきます、５点目、６点目につきましては、現時点で当町に対象

となる方はおりませんが、転入された場合を想定いたしまして条例整備をさせていただく

ものでございます。 

 ５点目、東日本大震災に係る被災住宅用財産の敷地に係る譲渡期限の延長の特例、附則

第２２条の２を追加するものでございます。東日本大震災により住宅用家屋が滅失し、そ

の家屋の敷地としていた土地等を譲渡した場合の譲渡所得につきまして、譲渡所得の課税

の特例措置を受ける期間が、租税特別措置法で定める３年から７年に延長されるものであ

ります。この改正は、平成２４年度から適用するものでございます。 

 ６点目、東日本大震災に係る住宅借入金等特別税額控除の適用期間等の特例、附則第２

３条第２項を追加するものでございます。東日本大震災により、住宅借入金等特別税額控

除の適用を受けていた家屋が居住することができなくなった場合であっても、控除対象期

間の残存期間について引き続き適用されることであったことに加え、新たに居住する家屋
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を取得または増改築をした場合にあっても、重複して同控除が適用されるものでございま

す。この改正は、平成２４年度から適用するものでございます。 

 ２ページをお願いいたします。 

 ７点目から１２点目までの各条文でございますが、これらはすべて引用する法令の改正

に伴いまして、条文内の適用条項等を変更するものでございます。内容の変更はございま

せん。 

 ３ページをお願いいたします。 

 １３点目から１７点目までの各条文でございますが、これらは２３年度まで適用されて

いた特例を引き続き適用するために、適用年度の延長をするものでございます。内容の変

更はございません。 

 以上が、今回の改正要旨でございます。 

 附則でございます。この条例は、交付の日から施行し、平成２４年４月１日から適用す

るものでございます。ただし、第３６条の２、第１項ただし書きの部分につきましては、

平成２６年１月１日から施行するものでありまして、また、附則第１０条の２につきまし

ては、平成２４年４月１日以降取得された施設に対しまして課すべき平成２５年度以降の

年度分の固定資産税について適用するものでございます。また、参考資料の１ページから

１２ページ、資料１に新旧対照表を記載しておりますので、御参照ください。 

 以上、改正要旨を申し上げまして、改正条項の説明にかえさせていただきます。よろし

くお願いいたします。 

○議長（村山修一君） 説明が終わりましたので、質疑を許します。質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村山修一君） なければ、これで質疑を終わります。 

 これから、議案第２５号を採決します。この採決は起立によって行います。 

 議案第２５号町税条例の一部改正は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願い

ます。 

（賛成者起立） 

○議長（村山修一君） 起立総員です。 

 したがって、日程第８ 議案第２５号羅臼町町税条例の一部を改正する条例制定につい

ては、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第９ 議案第２６号 羅臼町国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定 

について 

──────────────────────────────────── 

○議長（村山修一君） 日程第９ 議案第２６号 羅臼町国民健康保険税条例の一部を改

正する条例制定についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 
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 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（渡辺憲爾君） ４６ページ、議案第２６号です。 

 羅臼町国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定について。 

 羅臼町国民健康保険税条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定する。 

 羅臼町国民健康保険税条例の一部を改正する条例。 

 羅臼町国民健康保険税条例の一部を次のように改正する。 

 附則に次の１項を加える。 

 １５号、東日本大震災に係る被災居住用財産の敷地に係る譲渡期限の延長の特例でござ

います。 

 改正の内容につきましては、地方税法の一部改正に伴う東日本大震災の被災者への軽減

措置でありますが、震災により居住用家屋が滅失した場合には、当該居住用家屋の敷地に

係る譲渡期限を現行の３年から７年に延長するという内容でございます。 

 附則としまして、この条例は公布の日から施行し、平成２４年４月１日から適用するも

のでございます。 

 なお、この条例につきましては、５月１４日開催の第２回国保運営協議会に諮問し、原

案のとおり答申をいただいていることを申し添えます。 

 以上であります。よろしくお願いいたします。 

○議長（村山修一君） 説明が終わりましたので、質疑を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村山修一君） なければ、これで質疑を終わります。 

 これから、議案第２６号を採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 議案第２６号国保税条例の一部改正は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願

います。 

（賛成者起立） 

○議長（村山修一君） 起立総員です。 

 したがって、日程第９ 議案第２６号羅臼町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

制定については、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１０ 議案第２７号 財産の取得について 

──────────────────────────────────── 

○議長（村山修一君） 日程第１０ 議案第２７号 財産の取得についてを議題としま

す。 

 提案理由の説明を求めます。 

 事務課長。 

○診療所事務課長（対馬憲仁君） ４８ページをお願いいたします。 
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 議案第２７号財産の取得についてでございます。 

 次の物件を取得したいので、地方自治法第９６条第１項第８号並びに議会の議決に付す

べき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第３条の規定に基づき、議会の議決を求め

るものでございます。 

 １、取得物件は、超音波診断装置１式でございます。 

 ２、取得の目的は、診療所における超音波検査のためでございます。 

 ３、取得価格は、９３４万５,０００円でございます。 

 ４、契約の相手方は、釧路市愛国１９１番５７１８、株式会社ノバメディカル釧路営業

所所長柏木政彦でございます。 

 超音波診断装置の概要につきまして説明をさせていただきますので、参考資料の１３

ページをお願いいたします。 

 資料の下段左側の超音波診断装置につきましては、超音波を体に当て、それが臓器や組

織にぶつかってはね返ってくる信号を受信し、臓器などの様子を映像化するものでござい

ます。超音波診断装置の大きな特徴としましては、リアルタイムに動いている内臓や組織

を見ることができる点がありますが、それに加えて、装置そのものも小型で、大がかりな

検査準備も必要がないほか、放射線を使わないため体への負担が尐ないこともメリットの

一つとなっております。また、超音波診断装置により映像化された電子データにつきまし

ては、医療情報システムと連携し、患者情報としてネットワークの中で一元管理をするも

のでございます。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（村山修一君） 説明が終わりましたので、質疑を許します。質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村山修一君） なければ、これで質疑を終わります。 

 これから、議案第２７号を採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 議案第２７号財産の取得は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（村山修一君） 起立総員です。 

 したがって、日程第１０ 議案第２７号財産の取得については、原案のとおり可決され

ました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１１ 議案第２８号 財産の取得について 

──────────────────────────────────── 

○議長（村山修一君） 日程第１１ 議案第２８号 財産の取得についてを議題としま

す。 

 提案理由の説明を求めます。 
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 事務課長。 

○診療所事務課長（対馬憲仁君） 議案の４９ページをお願いいたします。 

 議案第２８号財産の取得についてでございます。 

 次の物件を取得したいので、地方自治法第９６条第１項第８号並びに議会の議決に付す

べき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第３条の規定に基づき、議会の議決を求め

るものでございます。 

 １、取得物件は、透析装置１式でございます。 

 ２、取得の目的は、診療所における透析治療のためでございます。 

 ３、取得価格は、２,７８２万５,０００円でございます。 

 ４、契約の相手方は、釧路市愛国１９１番５７１８、株式会社ノバメディカル釧路営業

所所長柏木政彦でございます。 

 透析治療の概要につきまして説明をさせていただきますので、参考資料の１３ページを

お願いいたします。 

 肝臓の働きが一定以下になりますと、血液のろ過が十分に行えず、水分や老廃物のコン

トロールができなくなってしまいます。そのような場合に、人工的に血液の浄化を行うの

が透析療法でございます。透析治療は、血液透析機を通して血液を体内から取り出し、血

液中の老廃物や余分な水分を取り去り、浄化された血液を体内に戻すものでございます。

血液透析は、１回当たり４時間から５時間の治療を週３回から４回程度行うことになりま

す。 

 資料の上段左の精製水製造装置は、水道水中に含まれる不純物の除去を逆浸透法により

行い、純度及び清浄度の高い水を精製する装置でございます。上段真ん中の個人用透析装

置は、透析用監視装置の機能に加え、透析液の調整機能など、一人の患者の透析を行うの

に必要な機能を備えた装置でございます。上段右の人工透析管理システムにつきまして

は、透析装置、体重計、自動血圧計などの各種装置との接続を行い、データを自動収集、

監視を行うとともに、医療情報システムと連携し、患者情報としてネットワークの中で一

元管理するものでございます。 

 なお、透析治療につきましては、旧診療所が解体された後に予定をしております、浄化

装置の設置が完了する９月をめどに開始する準備を現在進めているところでございます。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（村山修一君） 説明が終わりましたので、質疑を許します。質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村山修一君） なければ、これで質疑を終わります。 

 これから、議案第２８号を採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 議案第２８号財産の取得は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 
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○議長（村山修一君） 起立総員です。 

 したがって、日程第１１ 議案第２８号財産の取得については、原案のとおり可決され

ました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１２ 発議第１号 議会改革推進特別委員会設置に関する決議 

──────────────────────────────────── 

○議長（村山修一君） 日程第１２ 発議第１号 議会改革推進特別委員会の設置に関す

る決議についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 田中良君。 

○２番（田中 良君） 発議第１号議会改革推進特別委員会設置に関する決議。 

 上記の議案を別紙のとおり地方自治法第１１２条及び会議規則１３条の規定により、提

出します。 

 平成２４年５月１６日、羅臼町議会議長村山修一殿。 

 提出者、羅臼町議会議員田中良。 

 賛成者、羅臼町議会議員髙村和史、同じく坂本志郎、同じく湊屋稔。 

 議会改革推進特別委員会に関する決議。 

 次のとおり、議会改革推進特別委員会を設置するものとする。 

 記。 

 １、名称、議会改革推進特別委員会。 

 ２、設置の根拠、地方自治法第１１０条及び委員会条例第５条。 

 ３、目的、議会改革に関する調査、検討。 

 ４、委員の定数、９名（議長を除く）。 

 提出の理由。 

 議会は、議員による討論の場であり、自由闊達な議論を通じ、町政における課題、論

点、争点を町民に明確にする責務がある。しかし、現在の議会は受け身で、政策の問題点

を明らかにする議論が尐なく、政策提案も尐ない。地方分権が進む中で、議会がその機能

を十分に発揮し町民の負託にこたえるため、議会の活性化を図る必要があり、このたび、

議会改革推進特別委員会を設置するものであります。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（村山修一君） 説明が終わりましたので、質疑を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村山修一君） これで、質疑を終わります。 

 これから、発議第１号を採決します。 

 お諮りします。 

 発議第１号は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 
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（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村山修一君） 異議なしと認めます。 

 したがって、日程第１２ 発議第１号議会改革推進特別委員会の設置に関する決議は、

原案のとおり可決されました。 

 お諮りします。 

 ただいま、議会改革推進特別委員会の設置が決定されました。委員の構成については、

委員会条例第７条第２項の規定により、委員会において正副委員長の互選をお願いしま

す。委員の方は、議員控え室にお集まりください。 

 正副委員長互選のため、暫時休憩します。 

午前 ９時５６分 休憩 

────────────── 

午前１０時００分 再開 

○議長（村山修一君） 再開します。 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 休憩中に、委員会において委員長及び副委員長の互選が行われ、その結果が議長の手元

に参りました。 

 議会改革推進特別委員会委員長に小野哲也君、副委員長に佐藤晶君、以上のとおり互選

された旨、報告がありました。 

 議会改革推進特別委員会委員長、小野哲也君。 

○議会改革推進特別委員会委員長（小野哲也君） 議会改革推進特別委員会委員長に命ぜ

られました小野です、よろしくお願いいたします。 

 ただいま設置されました議会改革推進特別委員会は、今後、調査、検討等に相当時間を

要することから、調査、検討終了までの間、閉会中の継続審議の決議をお願いしたいと思

います。よろしくお願いします。 

○議長（村山修一君） お諮りします。 

 ただいま、議会改革推進特別委員会委員長から、閉会中の継続審議の議決の申し出があ

りました。御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村山修一君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議会改革に関する調査、検討は、議会改革推進特別委員会に付託し、調

査、検討終了までの間、閉会中の継続審議とすることに決定しました。 

──────────────────────────────────── 

◎閉会宣告 

──────────────────────────────────── 

○議長（村山修一君） これで、本日の日程は全部終了しました。 

 会議を閉じます。 
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 平成２４年第２回羅臼町議会臨時会を閉会します。 

 ありがとうございました。 

午前１０時０２分 閉会 
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